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技術士制度について 

 

 ○技術士とは 

 

   科学技術の高度な専門応用能力を必要とする事項について，計画・研究・設計・分析・試

験・評価，またはこれらに関する指導業務を行う者（技術士法第２条）。  

  

 ○技術士１次試験の概要 

 

   技術士となるのに必要な科学技術全般にわたる基礎的学識及び信用失墜行為の禁止等

（技術士法第４章）の規定の遵守に関する適性、並びに技術士補となるのに必要な技術部

門についての専門的学識を有するかどうかを判断する。 

 

 ○試験内容 

 

   基礎科目、適性科目、共通科目及び専門科目に関する筆記試験 

   （全て択一式） 

  

     ① 基礎科目（１時間） 

      科学技術全般にわたる基礎知識を問う問題 

       ⅰ）設計・計画に関するもの〔設計理論、システム設計等〕 

       ⅱ）情報・論理に関するもの〔アルゴリズム、情報ネットワーク等〕 

       ⅲ）解析に関するもの〔力学、電磁気学等〕 

       ⅳ）材料・化学・バイオに関するもの〔材料特性、バイオテクノロジー等〕 

       ⅴ）技術連関〔環境、エネルギー、品質管理、技術史等〕 

 

    ② 適性科目（１時間） 

      技術士法第４章（技術士等の義務）の規定の遵守に関する適性について問う問題 

 

    ③ 共通科目（２時間） 

      数学/物理学/化学/生物学/地学のうち、あらかじめ選択する２科目について、技術士

補として必要な共通的基礎知識を問う問題 

 

    ④ 専門科目（２時間） 

      ２０技術部門（別紙）のうち、あらかじめ選択する１技術部門に係る基礎知識及び専門知

識を問う問題 

  

 ○合格者数等（平成２０年度） 

 

       申込者数    ２９，３９８人 （申込者数に対する合格者の割合 ２８．５％） 

       受験者数   ２３，６５１人 （受験者数に対する合格者の割合 ３５．４％） 

       合格者数    ８，３８３人 
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代表的技術者の人物紹介 

 

 

○丹 羽 保次郎 氏   （ファクシミリの開発） 

 

 三重県松阪市出身。1916 年に東京帝国大学工科大学電気工学科 

を卒業。 

 逓信省電気試験所を経て 1924 年 6 月日本電気に入社。我が国 

独自の研究開発の必要性を感じ、同年から翌 1925 年末にかけ 

欧米へ最新の通信技術を学びに視察。帰国後、写真電送の研究 

に取り組み始め、NE 式写真電送装置を完成し特許を取得。 

これを大阪毎日新聞社に採用され、1928 年の昭和天皇の即位大礼の写真電送に使用され

た。この成功は、その独創性や実用性において日本の電気通信界に大きな刺激を与えるも

のとなるとともに、世界でも認められファックスとして広く普及した。1949 年に電機学校

を母体に設立された東京電機大学の初代学長に就任し日本をはじめ世界で活躍する多くの

技術者を育成した。日本の十大発明家に数えられている。 

 

 

 

 

○島  秀 雄 氏   （新幹線の開発） 

 

 東京新橋の桜川小学校、東京府立第四中学校、第一高等学校を 

経て、東京帝国大学工学部機械工学科を卒業。  

 1925 年に鉄道省に入省し、工作局車両課で蒸気機関車の設計に 

携わった。そこで「デコイチ（またはデゴイチ）」こと D51 形など、 

信頼性の高い堅実な機関車を数多く送り出した。戦後の混乱した 

情勢の中では鉄道事故が続発、1951 年には大惨事として知られる 

桜木町事故が起き、島は責任を取り国鉄車両局長の職を辞した。下野してからは一時、鉄

道車両台車の最大手メーカーである住友金属工業の顧問を務めた。1955 年、国鉄から最適

任の技術者として復帰要請を受け、国鉄技師長に就任、動力近代化推進の先頭に立ち、ひ

いては純国産技術による高速鉄道「新幹線」計画に携わる。1969 年からは、人生初めての

鉄道畑以外の仕事である宇宙開発事業団の初代理事長に就任し、研究者達を大いに励まし

た。現在日本が使用している人工衛星に「ひまわり」「ゆり」など植物名が付けられてい

るのは島の園芸趣味による。 
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第 1－1－10 図 中国製造業の進展 

（1）製造業売上の世界シェア 

 

（2）製造業輸出額の世界シェア 

 

• 資料：米国国立科学財団（NSF）、「Science and Engineering Indicators 

2008」  
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